
１．　はじめに

1-1. 犬山城下町について

(図表3：犬山市と他都市の日帰り・宿泊比率及び単価)　

出典：犬山市資料

(図表7：スケジュール)

1-2. 犬山市の課題

　日中は、城下町に店舗が立

ち並んでおり、観光客で賑

わっているが、城下町の店舗

が大抵17時には閉まってし

まう。そのため、夜間に利用

できる店舗・施設が少ないこ

とから、観光客の滞在時間が

短い。

　来訪者の日帰り及び宿泊

消費額は、他都市と比較して

低い値になっている。

　愛知県の最北端(名古屋駅から電車で30分)に位置

し、古くから交通や物流、政治の要所として栄えてき

た。江戸時代には城下町として発展し、町割り（町の区

画）や建造物など現在もその歴史の足跡が多く残され

ている。近年は、InstagramなどのSNSで食べ歩きの様

子が多く発信されている。

　スケジュールは以下の通りである。

1-5. スケジュール

1-4. 企画目的・協同組織

犬山の夜の魅力を伝えること、長く犬山に滞在してもらうきっかけづくりを目的

に企画を実施する。

イベント企画・実施  （株）遊猿地の協力、また三光稲荷

神社による場所の提供のもと、犬山の魅力を伝えるイベ

ントを企画・提案し、実施する。

空き店舗再生（遊猿地拠点整備）  インテリア資材メー

カーのシンコール(株)からの壁紙提供、また内装デザイ

ン会社(株)TreeTreeの協力のもと、提案・施工を行う。

(図表 5：株式会社遊猿地 )

1-3. 昨年の卒業研究の取り組み

　若い世代が魅力に感じるお土産や外国人向け

のお土産が少ないと感じたことから、お土産プ

ロジェクトを企画し、キュブ団子を制作した。        

　　　　　　　　　　　 ( 図表 4：キュブ団子 )

( 図表 2：城下町の様子 )

( 図表 1：犬山市位置 )

（図表 6：シンコール株式

会社）

犬山城下町におけるイベント企画・実施及び空き店舗再生

－新たな魅力の発信を目指して－

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　      

川野研究室（建築・住居分野）　

A19AB015 岩田美紀/A19AB071 杉原レナ/A19AB129 前川りえる

⽉ イベント企画 空き店舗再⽣ 打ち合わせ(内容)
4 ライトアップ・回遊性イベント事例調査 遊猿地1回⽬ZOOM打ち合わせ(企画決定)
5
6 現地調査 遊猿地2回⽬対⾯打ち合わせ(店舗下⾒・企画計画)
7 第１回イベントリハーサル 店舗改装事例調査 遊猿地3回⽬ZOOM打ち合わせ(店舗事例・企画)
8 照明制作／第１回ライトアップイベント実施
9 謎解き現地調査 TreeTree１回⽬打ち合わせ(デザイン打ち合わせ)

10
店舗改装図⾯作成
内装材決定

TreeTree２回⽬打ち合わせ(壁紙・ガラス選定)
遊猿地４回⽬ZOOM打ち合わせ(デザイン・間取り)

11 照明制作／第２回ライトアップイベント実施 店舗改装
12 ↓（⼿持ち照明WS・謎解き）
1 店舗OPEN

都市名
⽇帰り
(％)

⽇帰り客
単価(円)

宿泊(％)
宿泊客単
価(円)

備考

⽝⼭市 96.4 3,846 3.6 15,130 令和元年度
川越市 97.3 6,192 2.7 17,104 平成30年度
鎌倉市 96.8 6,281 3.2 24,785 平成29年度
彦根市 85.4 4,203 14.6 19,480 令和元年度
名古屋市 85.8 9,488 14.2 31,304 令和元年度
⾼⼭市 52.0 9,529 48.0 34,258 令和元年度
伊勢市 90.7 7,647 9.3 26,893 令和元年度

        
愛知県

犬山市



２．　企画の打ち合わせ

３．　手持ち照明WS・謎解き街歩きイベント

2-1. 打ち合わせ

　夜を盛り上げるプロジェクトとして、夏頃に筒状のあんどん型照明を置くライ

トアップイベント、秋頃には第２回ライトアップイベントに加え、照明 WS・街歩

き型謎解きイベントを行う。

　空き店舗再生は現状の素材を生かした内装提案を行う。

① 4 月 26 日遊猿地 zoom 打ち合わせ

　企画書をもとに打ち合わせを行い、本年度の企画が決定した。

② 6 月 10 日現地調査

　空き店舗の状況確認、ライトアップの相談を行った。

③ 9 月 28 日 TreeTree 対面打ち合わせ

　壁紙選定のアドバイスや図面の確認をして頂いた。

④ 10 月 26 日 TreeTree 対面打ち合わせ

　壁紙の最終確認と図面確認、フロントのガラス選定を行った。

2-2. 企画内容決定

(図表 8：現地調査の様子 )

3-1. 実施概要

　第 2 弾三光稲荷神社ライトアップと同日開催で、ものづくりの楽しさを知る照

明 WS と、犬山の城下町を散策しながら楽しめる謎解き街歩きイベントを行った。

日時：2022 年 11 月 26 日㈯ .27 日㈰ ,12 月 3 日㈯ .4 日㈰ .5 日㈪  12 時～17 時

場所：三光稲荷神社

料金：照明 WS 300 円、謎解き 500 円 ( キュブ団子付き )

　　　照明 WS＋謎解き 600 円 ( キュブ団子付き )

3-2. 実施目的

【手持ち照明 WS】　この WS を通じて、ものづくりの楽しさを知ってもらうことと、

照明を持って城下町を歩いてもらい、夜の犬山の新しい魅力を発信することを目

指すこととした。

【謎解き】　犬山を回遊してくれるようなイベントを企画し、城下町を周ってもら

うことで犬山の魅力を知るきっかけをつくることとした。

3-3. 手持ち照明 WS

　三光稲荷神社のハートの絵馬や、ハー

トであふれた犬山城下町に因んで、ハー

ト型の照明をデザインした。逆さにす

ると桃の形となり、犬山の特産物であ

る桃や犬山の桃太郎伝説と関連づけ、

謎解き問題にも使用した。

　照明のパーツ案の検討では、ハート

の形をつくるための部品数、製作の簡

単さ、見た目のきれいさを判断基準と

し、4 パターンの案の中から、1 ピース

で制作可能なものに決定した。

　照明の光源案は、外側のランプシェー

ドを PP の白色にする代わりに、赤・ピ

ンク・青の 3色展開にした。　

光源を手持ち紐とつなげ、ライトの内

側から通すことで手持ち照明が完成す

る。

(図表 11：カラーバリエーション) ( 図表 12：照明入り口)

( 図表 9：ハートと桃の形)

( 図表 10：パーツの検討)

⓵3ピースⅠ
・ハートのくぼみ部分が繋がって
いるから仕上がりがきれい
・⼿持ちの部分の⽳が作りやすい
が、接続部分が多いから⾒た⽬が
悪い△

⓶3ピースⅡ
・ハートのくぼみ部分が繋がって
いるから仕上がりがきれい
・⼿持ちの部分の⽳が作りやすい
・折り⽬以外の接続部分の線がで
きるから△

⓷2ピース
・ハートのくぼみ部分が繋がって
いない△
・正⾯真ん中に接続部分がくる△
・少ないピースで簡単に作ること
が可能

⓸1ピース
・接続部分が少ないので仕上がり
がきれい◎
・1番簡単に作ることが可能

部品数 制作 ⾒た⽬
3 〇 △

部品数 制作 ⾒た⽬
3 〇 △

部品数 制作 ⾒た⽬
2 〇 〇

部品数 制作 ⾒た⽬
1 ◎ ◎



71.9% 25.0% 3.1% 0.0% 0.0%

とても満⾜ 満⾜ ふつう 不満 とても不満

9.4%
15.6%
6.3%
0.0%

71.9%

SNS

チラシ
家族・友⼈・知⼈

ネット記事(＠Press等)

通りすがり

４．　三光稲荷神社ライトアップイベント

3-4. 謎解き街歩きイベント

　犬山城下町のメイン通りとなる本町通り以外の路地に足を運んでもらうことを

目的とし、謎を配置した。

　問題は、城下町の店舗を利用し、店

舗の外観をみてヒントを得る謎解きを

制作した。難易度は、小学生から大人

が楽しめるように、干支や曜日など常

識をとりいれた問題を５つ考えた。ま

た、同時に行われた照明WSの照明を使っ

て、ゴールを導く最終問題を制作した。

　子どももできるように全部の漢字に

ふりがなをふり、ヒントは問題の次の

ページに逆さまで記した。

　参加賞として、参加者全員に昨年の

先輩が制作したキュブ団子と、マグネッ

トのプレゼントを行った。

　冊子のデザインには、昨年の先輩が

制作したキュブ団子のパッケージデザ

インのキャラクターを用いた。「桃太郎」

のストーリーで出会うキャラクターの

順番で問題を設定した。

3-5. 当日の様子

【手持ち照明 WS】　5 日間で延べ 39 人の

方に参加していただいた。小さい子ど

もでも簡単にできるので、親子連れの

方に楽しんでもらえた。ライトアップ

の時間に点灯して一緒に写真を撮る姿

がみられた。

【謎解き】 5 日間で延べ 28 人の方に参

加していただいた。大人数のグループ

で来られた方が参加していることが多

く、一緒に謎を考える姿がみられた。

(図表 13：謎解き問題)

( 図表 14：WS照明を使った最終問題)

( 図表 15：イベントの様子)

3-6. アンケート

　イベントの参加きっかけは通りすがりが

多数だったが、城下町に貼っていただいた

チラシや、私たちが運営している SNS から

見てきてくれた方もいた。

　イベントの満足度は約 72% の方がとても

満足していただいて、ほとんどの人が満足

しているに回答していた。

　いただいた意見からの反省点として、今

回受付を行っていた場所が、素通りしてし

まうような場所、多くの観光客がいる場所

から離れていたことが挙げられた。人の流

れを把握して場所を選ぶべきであった。

　照明 WS と謎解き参加者 32 人にアンケートを実施した。

(図表 16：イベント参加きっかけ)

( 図表 17：イベント満足度)

4-1. 実施概要

【第 1弾犬山三光稲荷神社ライトアップ】

 筒状のあんどん型照明 30 個を三光稲荷神社の鳥居や階段に置き、人の動線を

意識してライトアップを行った。

日時：2022 年 8 月 27 日㈯～ 9月 1日㈭ 18 時～ 20 時

場所：三光稲荷神社

【第 2弾犬山三光稲荷神社ライトアップ】

　第 1 弾のライトアップから吊るすタイプのライトやあんどんを 17 個追加した。

また、照明 WS と謎解き街歩きイベントも同日開催した。

日時：2022 年 11 月 26 日㈯ .27 日㈰ ,

　　　　　　 12 月 3 日㈯ .4 日㈰ .5 日㈪ 16 時～ 19 時

場所：三光稲荷神社

4-2. 実施目的

　（1-2. 犬山市の課題より）犬山の城下町は昼に比べ、夜の魅力が少ないと感じ

たため、犬山の夜を盛り上げるイベントを企画し、より多くの人に犬山に来てい

ただくきっかけづくりを行う。



　実現可能そうな素材（紙・PP・竹・ビニー

ル袋）で検討した結果、PP を用いるこ

ととなった。

素材：PP（白色）厚さ 0.38 ㎜

高さ：約 40 ㎝

　7 月 18 日に三光稲荷神社にてリハー

サルを行った結果、鳥居の黒い部分と高

さをそろえるため約 40cm となった。

　あんどんの光源は、一番模様がはっき

りと映った LED ヘッドライトを使用し

た。

　光源をレーザー加工した厚さ４㎜のベ

ニヤ板に位置で固定した。デザインした

PP は、上から約 10 ㎝は模様を付けずに

下部に穴をあけ、土台となる厚さ 5 ㎜の

ベニヤ板と固定した。光源付きのベニヤ

板を上からかぶせることであんどんが完

成する。

4-3.　照明検討

素材 熱 防⽔ ⾵ コスト
紙 × × × 〇
PP △ 〇 △ △
⽵ 〇 〇 〇 ×

ビニール袋 △ 〇 × 〇

( 図表 18：素材検討 )
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40
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( 図表 20：筒状のあんどん詳細図 )

　床に照明の光が映り、視覚的に楽しめるデザインにこだわった。デザインは、

15 個の試作の内から、2種類のあんどんデザインを採用した。

　一つ目は、第 1弾のライトアップが夏開催であったため、夏をイメージした金魚・

花火・波紋をあしらった「夏イメージ〈祭り〉」にした。　

　二つ目は、三光稲荷神社の御利益である縁結びに因んで、「ハート」のデザイン

にした。

(図表 19：リハーサル様子・光源 )

4-4.　デザイン

(図表 21：筒状のあんどんデザイン　左：夏イメージ〈祭り〉 右：ハート)

4-5.　ポスターデザイン・チラシ配り

【第１弾犬山三光稲荷神社ライトアップ】　ライトの光を手や床に映して楽しんで

もらいたい思いから、ポスターの魅せ方にこだわった。城下町の 39 店舗と三光稲

荷神社、人力車、チラシ配りを行った。

【第 2 弾犬山三光稲荷神社ライトアップ】　第 1 弾イベントの写真を用いた。裏面

には照明 WS・謎解きイベントのポスターを、WS で制作できるハートの手持ち照明

をモチーフに制作した。城下町の 42 店舗と三光稲荷神社、人力車、ホテルにチラ

シ配りを行った。

(図表 22：ポスターデザイン 左から第1弾，第2弾，WS・謎解き )

4-6.　当日の様子

【第1弾三光稲荷神社ライトアップ】

　地元の人（城下町の店舗の方な

ど）や親子連れ、友達同士、カッ

プル（中高大学生の若者）の観覧

者が目立った。中には、ランニン

グ中の人や着物を身に着け、来て

くださる方もいた。ライトアップ

を通じて、三光稲荷神社に地元の

方々が集まり、久しぶりに会って

会話を楽しむ様子があった。

(図表 23：第 1弾ライトアップ当日の様子 )



キッチン内の様⼦が覗える様、⾼めの
カウンターにした。テイクアウトも利
⽤し易いようレジを⼊⼝付近に設けた。

厨房機器は⾼さごとに分け低い
ものはカウンター下に配置した。

扉に⽊のシートを貼った。

ファーサードの⽊材の⻑さ
を決めカットし、⽊の板の
塗装を⾏った。

カウンターにタイル
貼りを⾏った。

和室の天井は梁
を残し、間に⽊
⽬調のシートを
貼った。

５．　店舗改装・拠点整備【第 2弾三光稲荷神社ライトアップ】

　第 2 弾のライトアップでは、城下

町の店舗が閉まる前の 16 時からラ

イトアップを開始したためか、城下

町から来られる方が多かった。カメ

ラを持ち写真を撮ってくださる方も

目立った。また、第1弾のライトアッ

プに来られなかった人で第 2 弾のラ

イトアップをあると知り、絶対来た

いと思い訪れてくださった方がい

た。 (図表 24：第 2弾ライトアップ当日の様子 )

4-7.　成果

【第 1弾三光稲荷神社ライトアップ】

　全日程で 250 人程の方にお越しいただ

いた。SNS の「# 三光稲荷神社」で本イベ

ントに関係のある投稿数を調べた結果、

Instagram は 13 投稿、Twitter は 9 投稿、

Facebook は 2 投稿あった。号外ネット小

牧市・犬山市、春日井市、教育総合サイ

ト中日進学ナビ WEB、大学 HP・Instagram

でイベントが掲載された。また、中日新

聞とケ－ブルテレビの取材を受け、掲載

された。

【第 2弾三光稲荷神社ライトアップ】

　全日程で 600 人程の方にお越しいただ

いた。SNS の「# 三光稲荷神社」で本イベ

ントに関係のある投稿数を調べた結果、

Instagram は 5投稿、Twitter は 2投稿あっ

た。＠Press プレスリリースでネット記事

を使った宣伝をした。また、観光経済新

聞 WEB、全国寺社観光協会 HP でイベント

が掲載された。

5-1.　実施場所

(図表 25：第１弾ライトアップ成果)

( 図表 26：第２弾ライトアップ成果)

住所：〒484-0083 愛知県犬山市大字犬山字東古券 532

（名鉄犬山線 犬山駅より徒歩約５分）

5-2.　再生内容

　今回は 1 階のみ改装を行う。カウンター席の確保のため手前の和室を撤去する

ことにする。また、土間だった場所にキッチンを配置し、奥にストック場所をつ

くる。シンコール株式会社が壁紙を無償提供して下さり、シンコール株式会社関

連会社の株式会社 TreeTree の協力のもと内装提案を行う。お店のメインとなるカ

ウンターは、施主のイメージに合うコンクリートブロックのタイルとする。

　11 月の施工に向け、図面作成・壁紙選定を行った。

(図表 27：店舗改装前の様子 )

( 図表 28：改装図面 )



６．　まとめ

　壁紙は和室とのつながりも

考えブラウンや黒系にするこ

とになり、和の雰囲気になる

よう意識し、壁紙を選んだ。

フロアはアクセントとしてグ

レーの壁紙（品番 BB9479）を

使用し、和室はアクセントと

して柄（品番 BA6334）を入れた。

トイレは奥の壁と天井に同じ

壁紙（品番 BB9780）を使用す

ることでつながりを持たせた。

壁紙貼り (11 月 11 日 )

　施工１日目は主に壁紙貼りを行った。ボードをやすりで削り滑らかにし、糊付

けした壁紙を指導のもと貼っていった。天井から床までカッターで切っていく作

業が一番苦労した。完成が近づくにつれ達成感と嬉しさがあった。

5-3.　壁紙の選定

5-4.　施工の様子

(図表 29：マテリアルボード )

　当初予定していた、元の素材や雰囲気を活かした再生を行うことができた。

　現在、オープンを目指して株式会社遊猿地が準備を行っている。

店名：火鉢 café桃と黒

②ファーサード・カウンター仕上げ (11 月 15 日 )

　主にカウンターにブロックタイルを貼る作業を行った。つながりがきれいに見

えるよう、サイズを測り切り、糊付けをして貼っていった。また、ファサードの

木材の長さの検討も行った。

―壁紙貼り工程―

①ボードにやすりをかけ、滑

らかにする

②糊付けをしてもらった壁紙

を貼っていく

　天井に合わせ中心から空気

を抜く

③重なっているところをカッ

ターで切っていく

④つなぎ目をコロコロで目立

たなくする

5-5.　完成

(図表 30：施工の様子（11 月 11日）)

( 図表 31：施工の様子（11月15日）)

―カウンタータイル貼りの工程―

①跡がつくようにヘラでのりをつける

②１つのブロックに見えるようサイズ

を測る

③つなぎ目をカットしてもらう

④カットしてもらったタイルを貼って

いく

―外壁塗装の工程―

① 木材を滑らかにするため、やすり

で削る

② はみ出さないよう周りにマスキン

グテープを貼る

③ ペンキをムラにならないよう塗る

(図表 33：店舗完成写真 )

本企画のライトアップ・謎解きイベントでは、約 850 人も方に参加していただいた。

店舗再生では、株式会社遊猿地の拠点づくりができた。私たちは、こうした取り

組みを継続することで今後の犬山が今より盛り上がり、魅力的な場所になるよう

願っている。

室名

メインホール

BB9478 BB9479

和室

BB9478 BA6334

トイレ

BB9780 BA6159 S7515BB9780

壁 天井

BB9571

その他

BB9571

カウンターブロックタイル
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